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科学英語Ⅰ 濵渦　康範

Basic English for Science 松島　憲一・入枝　泰樹・近藤　文哉

1 前期 金曜･１時限 ３年生

農学部２４番講義室 講義

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２２Aカリ, ２０２１Aカリ, ２０２０Aカリ, ２０１９Aカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門的な知識や研究能力を修得し 英文で書かれた学術論文等を読めるようになる。
ている

⇔

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】地球的な広い国際的視野と同時に 英語で書かれた農学に関する情報を理解し、考えることができ
現実的な地域の視点に立って問題をとらえ解決する能力を修得 るようになる。
している

⇔

２０２６A３編（24A）, ２０２５A３編（23A）, ２０２４Aカリ, ２０２３Aカリ

【2024年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門的知識や研究能力を基礎とし 英文で書かれた学術論文等を読めるようになる。
て的確な情報を収集・理解し、発信できる能力を修得している。

⇔

【2024年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】地球的な広い国際的視野と同時に 英語で書かれた農学に関する情報を理解し、考えることができ
現実的な地域の視点に立って様々な課題をとらえ、解決する能 るようになる。
力を修得している。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

環境共生

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 科学英語の基礎を概説するとともに、英文で書かれた論文等を読み、課題をまとめることで、科学英語
の読み方や書き方を実践的に学びます。また，英語の専門講義の動画を視聴し，内容を理解できるよう
にします。植物資源科学分野の専門性を高めることを目的とするため、原則として植物資源科学コース
の学生対象となります。

(5)授業計画 第1回(5/29) 植物病理学の科学英語①（入枝）
第2回(6/5) 植物病理学の科学英語②（入枝）
第3回(6/12) 青果保蔵学の科学英語①（濵渦）
第4回(6/19) 青果保蔵学の科学英語②（濵渦）
第5回(6/26) 英語論文のザッピング・情報収集（近藤）
第6回(7/3) 英語論文の要約・プレゼンテーション（近藤）
第7回(7/10) 作物育種学の科学英語①（松島）
第8回(7/17) 作物育種学の科学英語②（松島）

最後の15分間は授業アンケートに回答するための時間とします。

TOEIC-IPテスト（オンライン）を必ず受験すること
日程：6月中下旬（指定された1週間の間に受験）
日程等の詳細は別途掲示にてお知らせします。

(6)自主学習の指
針

英語で書かれた教科書などを辞書を使いながら理解できるようにしてください。また、ウェブ上で閲覧
できる植物科学の教材などを何度も聞き返して理解できるようにしてください。

(7)成績評価の基
準

各回の課題を提出できれば「水準にある（可＝60～69点）」、課題の内容に間違いが少ない場合には「
やや上にある（良＝70～79点）」、内容が正確であれば「かなり上にある（優＝80～89点）」、内容が
正確であり論理的なレベルであれば「卓越している（秀＝90点以上）」と評価します。

(8)事前事後学習
の内容

事前に課題が出された場合には十分に時間をかけて取り組んでください。授業後は配布資料を用いて自
習してください。

(9)テストやレポ
ートの予定

毎回、各担当回の教員から提示された課題に取り組んでもらいます。

(10)成績評価の方
法

毎回の課題 (80点) とTOEIC-IPテストの成績 (20点) で評価します。

(11)質問、相談へ
の対応および連
絡先

電子メールで連絡してください。

全体的なことは濵渦まで，各回の内容については各担当者までお願いします。

濵渦康範　hamauzu@shinshu-u.ac.jp
松島憲一　matuken@shinshu-u.ac.jp
入枝泰樹　irieda@shinshu-u.ac.jp
近藤文哉　fkondo@shinshu-u.ac.jp

(12)履修上の注意 6月に実施される予定のTOEIC IPは必ず受検してください。受検できない人は受講できません。

※ この授業は令和8年度まで開講されますが、令和9年度以降は開講されません。

【教科書】 資料を適宜配布する。

【参考書】 特になし。


